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　1972 年 12 月までの南関東における精密変歪測量で判明した距離変化は，連絡会報第 12 巻に

報告されている。その後 1973 年，1976 年と 1978 年の 3 回大島灯台を含む地域の測量が終

了したので，その結果を報告する。

　1970 年 7 月より 1978 年 12 月までの測定結果を第 1 表に示す。第 1 図は，最近 2 年間の距

離変化と水平歪を示す。この結果から大島灯台～毘沙門間に多少の距離変化があるほかは，有

意な変化は認められない。
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第 1 表　関東南部精密変歪測量結果
Table 1　Results of side-length measurements in the South Kanto District.

第 1 図　関東南部の距離変化と水平歪
Fig. 1　Distance change and Horizontal strain in the South Kanto District.
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